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　11月15日、ＨＯＺホールにおいて村と当
協議会の共催により、九戸村金婚式が開催さ
れました。
　この金婚式は、結婚50年の歳月を共に健康
で迎えられたご夫婦を祝福し今後の長寿をお
祈りすることを目的として開催され、今回は
31組のご夫婦の参加がありました。式典では
九戸村長よりお祝いの言葉が述べられ、参加
者代表の岩本久一ご夫妻が「金婚の章」を受
け、坂下勇治ご夫妻が謝辞を述べました。引
き続き慶祝会では、戸田保育園・民謡協会九
戸会によるお祝いのアトラクションが披露さ
れました。また、参加者のみなさんからも
ハーモニカ演奏や歌が披露され、お祝いムー
ド最高潮のなか、菖蒲澤福松ご夫妻が参加者
を代表し、キャンドルサービスを行い、各
テーブルの１本１本に明りが灯されました。
参加者は、共に歩んだ50年を振り返り、夫婦
揃ってのこの日を迎えられた喜びでいっぱい
のご様子でした。
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白銀様ご夫妻

倉口様ご夫妻

髙岡様ご夫妻

関畑様ご夫妻

栗谷川様ご夫妻

池田様ご夫妻

中野様ご夫妻

菅原様ご夫妻

関畑様ご夫妻

髙㟢様ご夫妻

大崎様ご夫妻

坂下様ご夫妻

久保様ご夫妻

川畑様ご夫妻

菖蒲澤様ご夫妻

南様ご夫妻

馬場様ご夫妻

柾切澤様ご夫妻

佐々木様ご夫妻

小野寺様ご夫妻

大崎様ご夫妻

関口様ご夫妻

岩本様ご夫妻

出町様ご夫妻

櫻庭様ご夫妻

上柿様ご夫妻

山下様ご夫妻

久保様ご夫妻

宮川様ご夫妻

澤頭様ご夫妻

山本様ご夫妻

参加され
た31組のご夫婦の皆さま

おめでとうございます
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平成29年度九戸村社会福祉協議会費報告

平成28年度歳末たすけあい募金配分結果 岩手県共同募金会表彰

行政区名 金　　額 納 　 入
世 帯 数 行政区名 金 　 額 納 　 入 

世 帯 数 行政区名 金　　額 納 　 入
世 帯 数

瀬 月 内 27,300 39 鹿 島 49,000 70 雪 屋 18,900 27
宇 堂 口 25,200 36 伊保内上 59,500 85 田 代 31,500 45
泥 の 木 40,600 58 伊保内下 70,000 100 柿 の 木 22,400 32
平 内 37,800 54 川 向 121,800 174 江刺家上 42,000 60
妻 の 神 38,500 55 南 田 116,900 167 江刺家下 24,500 35
戸 田 上 48,300 69 小 倉 42,700 61 道 地 28,700 41
戸 田 下 66,500 95 長興寺上 44,800 64 丸 木 橋 18,900 27
戸田舘の下 16,100 23 長興寺下 40,600 58 山 屋 23,800 34
山 根 84,700 121 大 向 9,800 14 細 屋 46,200 66
荒 谷 64,400 92 五 枚 橋 17,500 25
二 ツ 家 16,100 23 荒 田 29,400 42 合　計 1,324,400 1,892

歳末たすけあい募金運動にご協力お願いいたします
“つながりささえあうみんなの地域づくり”　　（運動期間12月1日～12月31日）
　歳末を間近にひかえ、村内の支援や援助を必要とする方々を含めすべての住民が健康で幸せ
な新年を迎えることができるよう、毎年運動を展開しております。寄せられました義援金は、
村内の対象者の方々に民生委員等のみなさんを通じて配分されます。地域での助け合いの運動
にぜひご協力お願いいたします。
　みなさまからご協力いただいた昨年度の歳末募金は、お見舞金として次のように配分されました。

赤い羽根共同募金

○世帯配分
準要保護世帯、介護世帯、ひとり暮らし、
老人世帯、老人夫婦世帯、母子・父子世帯

村内111世帯　
合計　674,000円

○社会福祉施設配分
　障害者施設、老人福祉施設

村内3施設（対象125名）
合計　122,500円

○地域福祉活動費配分
　通所介護事業所

村内4施設（対象者205名）
合計　162,000円

　長年にわたり共同募金運動ボランティ
アとして活動された九戸村ボランティア
連絡協議会に対し、岩手県共同募金会よ
り感謝状が贈られました。

本年6～7月、各行政連絡員さんを通じて村民の皆様からご協力いただきました当協議会一般会費
（1世帯700円）について、次のとおりご報告致します。ご協力ありがとうございました。

10月17日 街頭募金活動

みなさまからのあたたかいご芳志ありがとうございました！！
　10月1日より全国一斉に赤い羽根共同募金運動が展開されました。九戸村でもたくさん
のみなさまよりあたたかいご協力をいただきまして、ありがとうございました。
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無回答…1%

問 1　性　別

10 代…3%

20代…5%

30代…10%

40代…12%

50代…12%

無回答…1%
80歳以上
…9%

問 2　年　代
無回答…2%

長興寺小学
校区…13%

山根小学
校区…7%

江刺家小学
校区…9%

問 3　現在住んでいる小学校地区

自営業
…11%
会社員
…18%
公務員・
団体職員
…11%
パート・アルバイト
…11%

問 4　職　業

無回答…3%

その他…5%

単身世帯（一人暮らし）
…9%

夫婦のみの世帯
…16%

問 5　家族構成
その他…1%
無回答…2%
わからない…16%
お互いが干渉しあい、
ややうるさい感じ
…7%
お互いが無関心で、
よそよそしい感じ
…7%

問 6　今住んでいる地域をどう感じるか

強くなって
いる…2%

やや強く
なっている
…13%

その他…2%

無回答…2%

わからない
…2%
弱くなって
いる…13%
やや弱く
なっている…21%

問 7　地域のつながり
その他…1%
住居に関すること…2%
家族の問題…2%
無回答…2%
近所との関係…3%
育児・子育てに関すること…3%
自分や家族の進学、就職、
結婚の問題…5%
仕事に関すること…7%
生活費など経済的問題…12%

問 8　悩みや不安

問 11　地域活動の際の支障（3つ選択）

問 9　誰に相談するか（3つ選択）

問10　地域での活動（あてはまるものを選択）

無回答
…5%
わからない
…5%
必要だとは思わない
…1%

問 12　福祉分野は地域住民が自主的
　　　 に支えあう関係が必要

どちらかと
言えば受け
たい
…20%

どちらかと
言えば受け
たくない
…8%

無回答
…7%

受けたくない
…5%

問 13　地域住民の支援や協力を受けたい
無回答
…5%

災害時の避
難支援・
安否確認
…18%

話し相手
…16%

新聞や本の代読
…1%
その他…4%
あいさつや安否確
認などの声かけ
…7%
外出支援
…9%
子どもの登下
校時の見守り
…9%

問 14　受けたい支援
プライバシー
が守られてい
るかどうか不
安だから
…29%

地域の人に気
をつかうこと
が嫌だから
…25%

無回答…7%
その他…7%
必要性を感じ
ないから
…20%
他人の世話に
はなりたくな
いから
…12%

問 15　受けたくない理由

男性
32%

女性
67%

70代
23%

60 代
25%

伊保内
小学校区
46%戸田

小学校区
23%

無回答…1%
その他…4%
無　職…14%
年金生活者…21%

専業主婦…7%
学　生…2%

自分や家族の
健康に関する
こと  34%

特に
ない
15%

介護に関すること 14%

必要だと
思う
61%

どちらかと
言えば必要
だと思う
    28%

受けたい
20%

どちらとも
言えない
     40%

除雪の
手伝い
22%

0 50 100 150 200 250

その他
相談できる人がいない

医療機関の医師
民生委員児童委員

相談しない
社会福祉協議会

福祉サービス事業者
役場

近所の人
親戚

知人・友人
家族

7
7
 10
 10
 11
 14
 18
　23
 　33
 　　　　　　117
　　  　　　　 126
　　　　　　　   　　　　　  241

二世代世帯
（親と子）
42％

三世代世帯
（親と子と孫）
　　25％

庶民的で、
打ち解け
やすい 29％

なにかと相談し合い、
助け合う感じ
38％

変わって
いない
…35%

青年団の活動
その他

まちづくりの活動
婦人会の活動

消防・交通安全に関する活動
健康に関する活動
老人クラブの活動
福祉に関する活動

隣近所との助け合い
子ども会の活動

ボランティア活動
参加していない
町内会の活動

0 20 40 60 80 100 120

1
　 10
　 12
　　 18
　　　　30
　　　　30
　　　　32
　　　　 34
　　　　　 43
　　　　　 43
　　　　　　　  60
　　　　　　　　　 74
　　　　　　　　　　　　　 106

0 20 40 60 80 100 120

その他
家族の理解がない

地域活動はやりたくない
参加方法などの情報がない
身近なところに活動の場がない

介護で時間がない
家事・育児で時間がない
人間関係がわずらわしい
興味の持てる活動がない
健康や体力に自信がない

仕事・学校の都合で時間がない
特に支障はない

8
8
  13
   18
    21
    22
　　  33
　　　35
　　　  42
   　　　　　  71
　　　　　　　　 87
　　　　　　　　　　　111

相談相手…9%

　九戸村社会福祉協議会では、村民、関係機関・団体・行政が連携し、地域住民がお互い助け合い、支え合う
ことのできる村づくりを目指して「九戸村地域福祉活動計画」を策定するにあたり、その基礎資料として皆様
よりアンケート調査を６月～７月にかけて実施いたしましたので、そのアンケート結果をご報告いたします。
　各年代、様々な業種・世帯構成の方々で九戸村の人口５％にあたる310名からご協力いただきました。この
アンケート調査結果をもとに、「九戸村地域福祉活動計画」を作成してまいります。

九戸村地域福祉活動計画策定に関するアンケート調査に
ご協力ありがとうございました！
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問 16　福祉サービスの情報入手方法
無回答…５

名前も活動内
容も知らない
…３%

名前は聞いた
ことがあるが、
活動内容はよく
知らない…48%

問 17　九戸村社会福祉協議会を知っているか

無回答…６%

知らない…９%

問 18　社協だよりを知っているか

村・関係機関の
チラシ
…15%

村の広報
26%

知っている
85%

民生委員児童委員…２%
    その他…１%

町内会の回覧板…13%

インターネット・ＨＰ…3%
新聞・雑誌…3%
学校・職場…3%
テレビ・ラジオ…3%
村役場の窓口…3%
知人…5%
近所の人…5%
福祉関係団体…7%
家族・親戚…10%

名前も活動
の内容もよく
知っている
…44%
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九戸村社会福祉委員等視察研修

地域ふれあいサロン

　7月30日福祉センターにおいて、九戸中第３学年
のみなさんとその保護者のみなさんによるワックス
がけ奉仕作業が行われました。
　このワックスがけ奉仕作業は今年度で12年目とな
り、代々第３学年の親子ＰＴＡ活動の一環となってい
ます。大きな機器の移動、クレンザーがけ、拭き取り、
ワックスがけと、少人数では何日もかかる作業を２時
間で完了！！福祉センター内の床は、見違えるようにピ
カピカになり、センター内の利用者にも大変喜ばれ
ていました。大変ご苦労さまでした。

　１０月１１～１２日、九戸村民生委員児童委員と九戸村社会福祉協議
会役員２０名で金ヶ崎町社会福祉協議会と宮城県柴田社会福祉協議
会を視察研修してまいりました。
　買物に出かけるのが難しい在宅高齢者等の方々を支援するため「買
物支援福祉バス」の実施、「訪問理美容サービス」雪かきボランティア
「スノーバスターズ」等のボランティアについて、また、要支援者対象の
通所型サービス事業について先進地の事業を研修してまいりました。

　７月１８日、岩泉町方面において地域ふれあいサロン
を開催いたしました。今年度で１１回目となったこの事
業は、民生委員の皆様の協力を得て、ひとり暮らし高
齢者を対象とし、健康づくり活動、寝たきり、閉じこも
り予防を目的として開催されています。
　今回の参加者は４２名で「龍泉洞」を見学し、その後
「グリーンピア三陸宮古」で昼食を取り、温泉でゆった
りと過ごしました。「道の駅いわいずみ」で買い物を楽
しみ、のんびりと帰路につきました。

　８月４日、山村開発センター・HOZホールを会
場に災害ボランティア講習会が開催されました。
　九戸村赤十字奉仕団指導のもと炊き出し救助訓
練が行われました。特殊な袋にお米を詰めて災害
用移動煮たき釜でご飯を炊き、カレールーをかけ
て試食しました。また、二戸消防署九戸分署から
は防災についての講話及びAED救命講習が行われ、
実際にＡＥＤによる救命救急を体験しました。参
加者は緊張の面持で真剣に取り組みました。

ボランティアのひろば
九戸中第3学年のみなさん

ご苦労さまでした
万が一のための

災害ボランティア講習会

金ヶ崎町
社会福祉協議会

柴田町
社会福祉協議会

くのへ社協だより
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ふれあい交流会

福祉バザー

小田沢ミヨさん１００歳おめでとう

みんなおいで!! はまなすっ子広場

二戸福祉環境センター所長より伝達されました。

　未就園児を対象とした子育てサロン。
【今後の日程】
１２月２０日（水）１０時～
　「自由遊び」
●平成３０年
１月１０日（水）１０時～
　「餅つき会」
１月２４日（水）１０時～
　「自由遊び」

場所／九戸村総合福祉センター〔子育てサロン室〕

　当デイサービスセンター利用者の小田沢ミヨさ
んの１００歳を祝し、内閣総理大臣と県知事より祝状
と記念品が贈られました。

〔平成２９年１０月１８日〕
　・一般社団法人　生命保険協会　岩手県協会 様
　　寄贈品　福祉巡回車（スズキアルトバン）１台
　地域福祉の活動に役立てていきたいと思います

〔平成２９年１１月１１日〕
・アジアン プロレスリング 様　10,000円　寄附
　いただいた寄附金は、福祉基金に積み立てられ、
村全体の福祉に役立てられます。

【平成29年7月5日からの大雨災害義援金】（福岡県）
　　寄付者　匿名	 10,000円
　　　　　　匿名	 10,000円
【秋田県大雨災害義援金】（秋田県）
　　寄付者　　小野寺隆雄　様	 10,000円
　　　　　　匿名	 10,000円
　　　　　　匿名	 10,000円
　　　　　　匿名	 2,000円
　　　　　　匿名	 1,000円
【台風21号三重県災害義援金】
　　寄付者　細屋自治会	 10,000円
　　　　　　匿名	 10,000円
【和歌山県平成29年台風第21号災害義援金】
　　寄付者　細屋自治会	 10,000円
　　　　　　匿名	 10,000円
　　　　　　　　　　　ありがとうございました。
引き続き「災害義援金」を募集しています。
【平成28年熊本地震義援金】平成30年3月31日まで
【平成29年7月5日からの大雨災害義援金】
　　　　　　　　　　　　　平成29年12月28日まで
【大分県豪雨災害義援金】平成29年12月28日まで
【台風18号大分県災害義援金】平成29年12月28日まで
【台風21号三重県災害義援金】平成30年１月31日まで
【和歌山県平成29年台風第21号災害義援金】
　　　　　　　　　　　　平成30年１月31日（水）まで
　詳しくは、下記へお問い合わせ下さい。
　　・岩手県共同募金会　　　TEL 019-637-8889
　　・九戸村共同募金委員会　TEL 0195-41-1200

ご寄附・寄贈ありがとうございます 災害義援金の報告

　10月19日（木）ボランティア連絡協議会では、高齢者
の生き甲斐・社会参加・交流を目的とし、お休み処「んだな
す」において伊保内地区「ふれあい交流会」を開催しました。
　村の保健師による血圧測定・健康相談・手作りおやつ
を食べながら楽しく語らいました。
　また、岩手看護短期大学の実習生による鬱病予防の
お話を聞きました。

　　９月２日（土）毎年恒
例の畜産まつりが行われ
ました。雨天となりました
が、たくさんの方々からバ
ザーに協力していただき
ました。
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学童クラブより

く
の
へ
　
社
協
だ
よ
り
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o.57

心配ごと相談所　（無料法律相談）

インフォメーション・information

――― 編集・発行 ―――
社会福祉法人

九戸村社会福祉協議会
〒028-6502　九戸村大字伊保内7-39-4
　　（九戸村総合福祉センター内）
TEL 0195-41-1200　FAX 0195-42-2064
ホームページアドレス http://www.kunohe-shakyo.jp/

　当協議会で提供している福祉サービスについての苦情
等の相談窓口を設置しています。

<相談、苦情等の受付先電話番号>
　☎0195－41－1200
<相談、苦情等の受付担当者>荒田ゆかり、安達さつき
<第三者委員>野中保男、池田武雄
　なお、下記においても苦情相談の受付をおこなってお
りますので、気軽にご相談ください。
<岩手県福祉サービス運営適正化委員会>
　☎019－637－8871

日時　平成30年1月10日（水）　13時30分～15時
場所　九戸村総合福祉センター
　　※予約制ですので、希望者は事前にご連絡下さい。

福祉サービス苦情解決相談窓口を
設置しています。

第２３回九戸村健康福祉大会 職 員 研 修

　当協議会では年５回程度職員
の資質向上を目的として、職員
研修会を実施しております。今
回（１０月３０日）九戸村役場住
民生活課 河村侑乃保健師より
「虐待・認知症」について講話
をいただき研修致しました。

　１１月１９日、ＨＯＺホールにおいて第２３回九戸村健康福祉大会が開催され、村の
社会福祉への功績を讃え、九戸中学校第３学年と岩澤ヒロさんに会長表彰が贈ら
れました。九戸中学校第３学年及び保護者会で７月３０日折爪荘、九戸村総合福祉
センターでの奉仕作業を実施、岩澤ヒロさんは２１年にわたり社会福祉協議会理事
として地域社会の福祉増進に努められた功績により、また、平成２８年度１１月以降
九戸村福祉基金に対し、多額の寄附金を寄せていただいた功績に対し、九戸村地
域婦人団体協議会、（公財）日本民謡協会岩手九戸会に感謝状が贈られました。
　特別講演では、公益財団法人さわやか福祉財団　森孝則先生より「子どもから
高齢者まで生きがいと助け合いのある地域づくり」と題して、講話をいただきました。

　いわて子どもの森で行われた『オリジナルようかい大募集』に学童クラブの子供達が応募し、応募総数 1573
通の中から人気投票で一番多く票を獲得した千葉楓さんの『オロオロチ』がグランプリに選ばれました。また、『よ
うかいグランプリファイナルコンテスト』10匹に畑中あいらさんの『ムスビメカタクルス』が選ばれました。
選ばれたようかいは子どもの森スタンプラリーに 12月以降登場する予定です。

グランプリようかい
オロオロチ

ムスビメカタクルス

千葉 楓くん 
（4年生）

畑中 らいあさん 
（6年生）

Final
contest

Grand Prix

くのへ社協だより
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